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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はERCC1と複合体を形成し、ヌクレオチド除去修復の際に行われる5'切断に関与する。この複合体は構造特異的なDNA修復エンドヌクレアーゼであり、EME1と相互作用する。この遺伝子の欠陥は、色素性乾皮症相補群F（XP-F）、または色素性乾皮症VI（XP6）の原因となる。[RefSeq提供、2009年3月],補因子：マグネシウム。,疾患：ERCC4の欠陥は、XFE早老症候群[MIM:610965]の原因となる。この症候群は、小人症、悪液質、小頭症を呈した1人の患者によって実証されている。,疾患：ERCC4の欠陥は、色素性乾皮症相補群F（XP-F）[MIM:278760]の原因となる。色素性乾皮症VI（XP6）としても知られる。XP-Fは常染色体劣性遺伝性疾患で、皮膚の日光過敏症を特徴とし、その後、皮膚がんの高頻度発症と神経学的異常が頻繁に認められる。,機能：構造特異的DNA修復エンドヌクレアーゼ。DNA修復における5'切断を担う。相同組換えに関与し、鎖間架橋の除去を助ける。,類似性：XPFファミリーに属する。,サブユニット：ERCC1とXPF/ERCC4からなるヘテロ二量体。EME1と相互作用する。,
	研究分野
	ヌクレオチド除去修復;
	画像データ
	

	XPF抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ERCC4 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	ERCC4 ポリクローナル抗体を使用した 293 細胞のウエスタン ブロット解析。

